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穏やかな流れの川のもと、雨模様の湿気を
感じさせる空間のなかに、すっきりと立つ竹
の姿がみえます。張りのあるみずみずしい葉
をつけた竹が、墨の濃淡を使い分けて描か
れ、画面の奥行きが表現されています。

清
せい

麗
れい

な趣
おもむき

のあるこの墨
ぼく

竹
ちく

図
ず

の作者は枚
ひら

田
た

水
すい

石
せき

。あまり名は知られていませんが、幕末・
明治時代に活躍した古河出身の南

なん

画
が

家
か

奥
おく

原
はら

晴
せい

湖
こ

(1837～1913年)の絵の
師匠であったことから、晴
湖の画歴においては必ずと
いっていいほど登場する人
物でもあります。

水石の画業についての詳
細はよく分かりませんが、
今日、目にすることのでき
る水石作品からも、墨竹画
を得意としたこと、また、
晩年、晴湖に絵画の手

て

解
ほど

き
をした画家として、古河の
絵画史上にその名を残して
います。

古河藩士・枚田源之丞

枚田水石は通称を枚田源
げん

之
の

丞
じょう

、諱
いみな

は之
これ

盛
もり

、
字を保

やす

之
ゆき

といいました。後に勘
か

解
げ

由
ゆ

と通称し
ています。「水石」は号

ごう

で、このほかに竹
ちく

所
しょ

、
文
ぶん

石
せき

とも号しました。
寛政8(1796)年2月18日、土井家の世

せい

臣
しん

枚
田盛

せい

庸
よう

の嫡
ちゃく

男
なん

として古河に生まれました。水
石は文化4(1807)年に藩主土

ど

井
い

利
とし

厚
あつ

に御
お

目
め

見
みえ

をし、文化8(1811)年家督を相続しています。
文政5(1822)年に利厚が亡くなり、利

とし

位
つら

が
藩主となると、水石は文政7(1824)年に作

さく

事
じ

奉
ぶ

行
ぎょう

になったのち、文政9(1826)年江
え

戸
ど

詰
づめ

と
なって出

しゅっ

府
ぷ

、普
ふ

請
しん

奉行と目
め

付
つけ

役
やく

兼
けん

帯
たい

の役職に
つき、江戸の地で利位に仕えています。利位
が寺

じ

社
しゃ

奉行のときは寺社役を務めるなど、利
位が信頼を寄せた家来のひとりであり、昨年
発表された鷹

たか

井
い

伶
れい

氏の小説『雪の殿様』にも、
その親密さが描かれています。

大塩平八郎の乱と水石

古河藩主土
ど

井
い

利位は、天保5(1834)年大坂
城
じょう

代
だい

となります。これにともない、水石も大
坂に引っ越し公

こう

用
よう

人
にん

を務め、翌年には公用人
兼帯で御

お

先
さき

手
て

物
もの

役
やく

の職にありました。そうし
たとき、大塩平八郎の乱(1837年)がおこります。

この時、水石は「擇
えら

ばれて急を江戸に告ぐ。
其
そ

の発するや敵
てき

営
えい

の前を過
す

ぐ。乃
すなわ

ち馬
ば

腹
ふく

に身
を横

よこた

へて以
もっ

て銃
じゅう

火
か

を避け事なきを得たり。」
(藤

ふじ

懸
かけ

静
しず

也
や

著「古河の画家」『古河郷友会雑誌』
第20号)と、事件を幕府に報告する役目を果
たし、乱の鎮

ちん

圧
あつ

にあたって功労があったこと
が伝えられています。

大塩平八郎の乱の平
へい

定
てい

という功績で、利位は
この年、京

きょう

都
と

所
しょ

司
し

代
だい

に栄転となり、水石もとも
に京都に移りました。翌年、利位が江戸西の丸
老
ろう

中
じゅう

に昇進、水石は用人に就任しています。

水石の絵画

　古河・大
だい

聖
しょう

院
いん

にある水石の墓
ぼ

碑
ひ

には「好
ぶんがをこのみ

文雅
善
かいじをよくす

絵事」と、水石は文
ぶん

雅
が

を愛し、絵を好んで
いたことが刻まれています。南画家谷

たに

文
ぶん

晁
ちょう

(1763～1840年)の門
もん

人
じん

となり、公務の余暇
を使って絵画を習いました。最初、師の一文
字を授かり「文石」と称しましたが、ある画
会の席で、その号を譲って欲しいと望まれた

▶
枚
田
水
石
筆
「
渭い

川せ
ん

雨う

　い意
図ず

」

枚田水石　〜知られざる古河の画家〜


